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　今月は取材対象が多く、普段よりも早いタイミングで構成が決まり、余裕を持って広報誌
作成ができるかなと思っていた８月初旬。市内でのコロナ感染拡大が止まらず、取材を予定
していたイベントの相次ぐ中止・延期の連絡に戸惑いを隠せなかった８月中旬。何とか代替
のイベントを探し、構成を修正するものの、そのイベントも中止・延期となり絶望に暮れた
８月下旬を乗り越えて、やっと出来上がった９月号です。来月からは年末に向け取材対象が
増えていく時期になります。今月のことを教訓に、十分すぎるほどのネタを確保しておこう
と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長瀧　俊一）
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〒857-4404　長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355-7
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事前相談受け付けております。 住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～15時
　料金　大人：1,200円　子ども：650円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

　2011 年 11 月に配布いたしました、JA ごとう広報誌 11 月号においてサトイモのぬめ
りの中に「ムチン」が含まれる旨の記載がありますが、誤った内容でした。
　お詫びして訂正いたします。
※令和 2 年 7 月 30 日に日本食品化科学工学会より発表された、「食品工業辞典　（日本食品工業学会編、昭和 
　54 年第 1 版発行）の用語解説の訂正」において、「ムチンは動物性の成分である」旨の訂正が行われました。

お詫びと訂正

富江トマト選果場作業員募集富江トマト選果場作業員募集
作業期間　９月中旬～６月中旬
作業場所　山手トマト選果場
　　　　　（富江ライスセンター横）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間 作業場所

3月～11月
3月～10月
12月～5月
12月～3月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は富江支店 営農経済課までお問い合わせください。
☎0959-86-2111
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野
口
五
島
市
長
へ
要
望
書
提
出

施
設
視
察・農
家
と
の
座
談
会
を
行
い
ま
し
た

資材高騰対策へ働きかけ

金子原二郎氏島内各地を歴訪

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
七
月
二
十
六
日
、
五
島
市
の
野
口
市
太
郎

市
長
を
訪
問
し
、
五
島
市
に
対
し
て
農
業
生
産
資
材
の
価
格

高
騰
対
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
今
回
提
出
し
た
要
望
書
は
、
現
在
の
社
会
情
勢
の
悪
化
等

に
よ
り
、
世
界
的
規
模
で
非
常
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
生
産
資
材
の
急
激
な
高
騰
に
早
急
に
対
応
す
べ
く
作
成
さ

れ
た
も
の
で
、①「
肥
料
の
価
格
高
騰
に
対
す
る
影
響
緩
和
策

の
仕
組
み
の
創
設
」、②「
燃
料
や
飼
料
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
安
定
運
営
・
改
善
」、③「
実
質
的
に
農
家
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
よ
う
な
市
独
自
の
対
策
」
の
三
項
目
を
大
き
な
柱
と

し
、
国
・
県
へ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
市
独

自
で
も
必
要
な
支
援
策
を
講
じ
て
頂
く
よ
う
作
成
さ
れ
た
も

の
で
す
。
要
望
を
受
け
た
野
口
市
長
は
、
こ
の
件
は
五
島
の

営
農
活
動
全
体
に
と
っ
て
も
非
常
に
由
々
し
き
事
態
だ
と
し

て
、
対
策
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
家
永
組
合
長
は
、
今
後
も
国
や
県
・
市
及
び
各
種
団
体
へ

の
働
き
か
け
を
継
続
し
つ
つ
、Ｊ
Ａ
独
自
対
策
の
検
討
も
含

め
た
上
で
、
組
合
員
の
営
農
活
動
の
安
定
化
の
為
に
尽
力
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
八
月
六
日
、
金
子
原
二
郎
元
農
林
水
産
大
臣
が
（※

）
来
島
し
、
島
内
の
農
林
水
産
業
の
各
施

設
・
団
体
を
歴
訪
し
ま
し
た
。（※

五
島
で
の
歴
訪
当
時
は
現
職
の
大
臣
と
し
て
来
島
）

　
今
回
の
歴
訪
は
半
島
・
離
島
地
域
で
の
農
林
水
産
業
の
現
状
や
、
資
材
価
格
高
騰
の
影
響
に
係

る
現
地
調
査
及
び
関
係
業
者
と
の
対
談
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
当
Ｊ
Ａ
の
関
連
施
設
・

団
体
と
し
て
、
牛
舎
の
視
察
及
び
農
家
と
の
車
座
で
の
座
談
会
を
開
催
。
五
島
の
農
畜
産
業
の
現

状
や
今
後
に
つ
い
て
の
展
望
・
意
見
な
ど
、
多
種
多
様
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
金
子
さ
ん
の
訪
れ
た
牛
舎
は
、
崎
山
地
区
の
野
口
兼
幸
さ
ん
、
大
輔
さ
ん
親
子
の
牛
舎
で
、
今

年
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
代
表
牛
を
輩
出
し
た
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お

り
、
平
成
二
十
四
年
の
長
崎
大
会
で
は
兼
幸
さ
ん
の
飼
育
牛
が
優
等
賞
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
野

口
さ
ん
は
現
在
、
二
棟
の
牛
舎
で
七
十
頭
の
繁
殖
雌
牛
を
飼
育
。
金
子
さ
ん
ら
は
衛
生
防
護
服
を

着
用
し
、
牛
舎
内
の
視
察
・
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
車
座
座
談
会
に
は
金
子
さ
ん
の
他
に
大
臣
官
房
の
畜
産
局
や
水
産
庁
、
農
産
局
や
九
州
農
政
局

か
ら
も
各
部
長
・
局
長
が
出
席
。
島
内
の
農
業
関
係
者
か
ら
は
五
島
七
岳
フ
ァ
ー
ム
の
代
表
で
あ

る
大
谷
豊
さ
ん
と
い
ち
ご
生
産
者
の
野
原
大
嗣
さ
ん
、
畜
産
業
関
係
者
か
ら
は
肉
用
牛
部
会
部
会

長
の
川
崎
善
一
さ
ん
の
計
三
名
が
出
席
。
会
の
冒
頭
で
自
身
の
取
組
や
今
後
の
展
望
な
ど
を
一
人

ず
つ
述
べ
、
要
望
や
質
疑
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
要
望
と
し
て
多
か
っ
た
の
は
や
は
り
昨
今
の
燃

料
や
生
産
資
材
価
格
高
騰
問
題
へ
の
対
応
・
補
助
と
い
っ
た
内
容
で
、
関
係
各
所
か
ら
は
既
存
の

補
助
金
を
使
っ
た
対
応
に
つ
い
て
や
、
今
後
新
た
な
補
助
の
新
設

を
前
向
き
に
検
討
す
る
な
ど
、
何
と
か
経
営
維
持
が
で
き
る
方
法

を
国
や
県
、
市
一
丸
と
な
っ
て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
座
談

会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
青
年
部
は
八
月
十
五
日
に
令

和
四
年
度
の
第
二
回
目
と
な
る
役
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
協
議
さ
れ
た
の
は
、

長
崎
県
青
協
青
年
大
会
及
び
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
つ
い
て
。
十
月
五
日
に
行
わ
れ
る
青
年
の

主
張
と
翌
六
日
に
行
わ
れ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
、
今
年
度
は
崎
山
支
部
が
担
当
支
部
と
な
っ

て
い
ま
す
。
崎
山
支
部
の
中
尾
健
太
郎
支
部
長
は
、

五
島
市
内
で
も
増
加
著
し
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
つ
い
て
は
今
回
の
出
場
は
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
青

年
の
主
張
に
関
し
て
は
、Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
や
映
像
の

送
付
な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
の
参
加
方
法
を
模

索
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
様
の
理
由
か
ら
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
管
内
の
青
年

部
各
支
部
に
よ
る
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
自
粛

が
よ
い
の
で
は
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
が
、

担
当
職
員
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
過
去
二
年

同
大
会
を
中
止
し
て
お
り
、
青
年
部
各
支
部
間

の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
懸
念

す
る
声
も
あ
が
り
、
何
と
か
開
催
を
し
た
い
と

各
支
部
に
持
ち
帰
り
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
次
回
の
会
議
ま
で
に
島
内
の
感
染
状
況

が
収
束
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

ＭＶＭ商事 ほめられかぼちゃ 令和４年度第２回ＪＡごとう青年部役員会

令和４年産南瓜出荷反省会 部
会
活
動
に
つ
い
て
協
議

全
国
１
位
の
快
挙
達
成

鮮
や
か
さ
に
感
嘆
の
声

　
八
月
二
十
四
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
管
内
の
Ｍ
Ｖ
Ｍ
商
事
向
け

か
ぼ
ち
ゃ
の
生
産
者
に
向
け
た
、
令
和
四
年
産
の
出
荷
反
省

会
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
産
は
一
六
戸
の
生
産
者
が
栽
培
し
、

栽
培
面
積
は
五
〇
四
㌃
。総
出
荷
量
は
一
〇
九
・
七
㌧
と
な
り
、

販
売
高
一
千
九
四
七
万
で
反
収
は
約
二
㌧
で
、
昨
年
よ
り
も

大
き
く
実
績
を
伸
ば
す
形
と
な
り
ま
し
た
。
生
育
に
つ
い
て

は
、
霜
や
病
害
虫
の
影
響
が
多
少
あ
っ
た
も
の
の
概
ね
順
調

に
推
移
。
本
年
産
の
大
幅
な
実
績
ア
ッ
プ
は
、
天
候
に
恵
ま

れ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
一
番
は
肥
培
管
理
の
徹
底
な
ど

の
生
産
者
の
努
力
の
お
か
げ
だ
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
独
自
の
基
準
「
ほ
め
ら
れ
率
」

を
基
に
認
定
さ
れ
る
ほ
め
ら
れ

か
ぼ
ち
ゃ
の
産
地
は
沖
縄
か
ら

青
森
ま
で
全
国
十
五
県
あ
り
、

本
年
産
の
ほ
め
ら
れ
率
に
つ
い

て
は
五
島
産
が
ト
ッ
プ
。
他
県

よ
り
も
一
〇
％
以
上
高
い
水
準

で
、
五
島
の
生
産
能
力
の
高
さ

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
後
は
、
現
在
の
水

準
を
維
持
し
な
が
ら
、
面
積
拡

大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ＭＶＭ商事向け南瓜部会新設
名
称
は

「
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
」に

成人式振袖・紋付袴展示会
　
八
月
二
十
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
特
設
会
場
に
て
、
成
人
式
に

向
け
た
振
袖
・
紋
付
袴
の
展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。
来
場
さ

れ
た
方
々
は
、
何
十
着
と
あ
る
振
袖
・
袴
の
中
か
ら
試
着
を

行
い
ま
す
が
、
柄
や
色
も
豊
富
な
為
な
か
な
か
選
び
き
れ
ず
、

あ
れ
も
い
い
こ
れ
も
い
い
と
悩
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。
そ

の
中
で
も
選
り
す
ぐ
り
の
振
袖
・
袴
を
試
着
す
る
と
、
試
着

し
て
い
る
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
付
き
添
い
の
親
御
さ
ん
も
我

が
子
の
晴
着
姿
に
皆
さ
ん
嬉
し
そ
う
で
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る

会
場
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
試
着
を
し
た
振
袖
・
袴
は
二
年

後
の
成
人
式
で
着
用
予
定
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
無
事
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

若手職員も試着しました

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
、Ｍ
Ｖ
Ｍ
商
事
向
け
の
か
ぼ
ち
ゃ
、「
ほ

め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
」
の
栽
培
面
積
拡
大
と
安
定
栽
培
を
目
的

と
し
て
、
新
た
に
部
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
名
称
は
「
Ｊ
Ａ

ご
と
う
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
」
と
し
、
各
支
店
に
支
部

を
設
置
。
初
代
の
部
会
長
に
は
五
島
七
岳
フ
ァ
ー
ム
代
表
の

大
谷
豊
さ
ん
（
西
部
）
が
就
任
。
副
部
会
長
に
は
㈱
五
島
パ

プ
リ
カ
さ
ん
（
本
山
）、
監
事
に
野
崎
文
善
さ
ん
（
崎
山
）

と
藤
田
三
利
さ
ん
（
本
山
）
が
大
谷
部
会
長
よ
り
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
谷
部
会
長
は
「
本
年
産

の
出
来
が
非
常
に
良
か
っ
た

の
で
、
次
期
作
に
向
け
て
部

会
長
と
し
て
の
責
任
を
大
変

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

は
「
五
島
の
ほ
め
ら
れ
か
ぼ

ち
ゃ
」
と
い
う
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
確
立
に
向
け
て
、

出
荷
量
の
増
加
と
そ
れ
に
向

け
て
の
安
定
栽
培
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
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と
う
の
青
年
部
は
八
月
十
五
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に
令
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四
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著
し
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
つ
い
て
言
及
し
、
ソ
フ
ト
ボ
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。
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Ａ
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懸
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何
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開
催
を
し
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い
と

各
支
部
に
持
ち
帰
り
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
次
回
の
会
議
ま
で
に
島
内
の
感
染
状
況

が
収
束
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
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は
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来
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、
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を
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し
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は
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ご
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。
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契
約
レ
タ
ス
部
会
 解
散
へ

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
レ
タ
ス
部
会
総
会
が
、
八
月
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
三
年
産
に
つ
い
て
は
、
結
球
レ
タ
ス
が
栽
培
面
積
九
一
㌃
に

対
し
出
荷
総
数
二
二
一
八
ケ
ー
ス
と
な
り
反
収
二
四
四
ケ
ー
ス
、
リ
ー

フ
レ
タ
ス
が
栽
培
面
積
一
〇
五
㌃
に
対
し
出
荷
総
数
三
六
二
八
ケ
ー
ス

と
な
り
反
収
三
四
六
ケ
ー
ス
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
生
育
に
つ

い
て
は
結
球
・
リ
ー
フ
ど
ち
ら
も
比
較
的
順
調
だ
っ
た
も
の
の
、
結
球

の
一
部
に
お
い
て
石
玉
等
に
よ
り
出
荷
が
出
来
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
本
年
度
産
に
つ
い
て

は
、
生
産
者
不
足
等
に
よ
る
大
幅
な

作
付
減
少
に
伴
い
出
荷
量
不
足
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
契
約
先
で
あ
る
サ

ン
ポ
ー
食
品
㈱
と
協
議
を
行
い
ま
し

た
が
、
本
年
は
休
作
し
面
積
拡
大
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
結
論
に

至
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
総
会

内
で
協
議
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
同

部
会
は
、
今
後
の
面
積
拡
大
は
難
し

く
、
再
度
契
約
を
行
え
る
目
途
が
立

た
な
い
と
し
、
協
議
の
結
果
残
念
な

が
ら
部
会
を
解
散
す
る
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

契
約
甘
し
ょ
部
会
設
立
総
会

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
契
約
甘
し
ょ
を
生
育
す
る
部
会
を
新
た
に
立
ち
上

げ
、
八
月
三
日
に
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
甘
藷
は
古
く
か
ら
五

島
に
馴
染
み
の
あ
る
作
物
で
す
が
、
昨
今
の
需
要
の
増
加
等
を
受
け
離

島
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
契
約
栽
培
を
開
始
。
ゆ
く
ゆ
く
は
五
島
の

甘
藷
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
安
定
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
作

付
面
積
五
〇
㌶
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
同
部
会
は
、
㈱
福
岡
ソ
ノ
リ
ク

と
の
契
約
と
な
る
こ
と
か
ら
、
部
会
名
は
Ｊ
Ａ
ご
と
う
契
約
甘
藷
部
会

と
し
、
崎
山
と
三
井
楽
に
支
部
を
設

置
。
初
代
の
部
会
長
に
は
崎
山
地
区

の
亀
山
光
孝
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

各
支
部
長
に
は
、
㈱
道
脇
農
園
代
表

の
道
脇
実
喜
夫
さ
ん
（
崎
山
支
部
）、

中
村
民
雄
さ
ん
（
三
井
楽
支
部
）
が

就
任
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
の
作

付
け
に
関
し
て
は
、
紅
は
る
か
を
六

月
ま
で
に
す
で
に
植
付
け
完
了
し
て

お
り
、
多
少
の
生
育
遅
れ
の
影
響
も

あ
っ
て
九
月
上
旬
〜
十
一
月
上
旬
に

収
穫
を
行
う
予
定
で
す
。
面
積
約
二

二
〇
㌃
に
対
し
、
四
六
㌧
の
収
量
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
出
荷
反
省
会

　
八
月
四
日
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
は
、
令
和
三
年
産
秋
冬

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
及
び
令
和
四
年
産
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出
荷
反
省
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
秋
冬
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
六
二
戸
の
農
家
が
栽
培
面
積
三
五
・
五
㌶
で
栽

培
し
、
出
荷
総
数
一
〇
七
・
二
万
玉
で
反
収
は
三
〇
一
八
玉
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
春
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
三
三
戸
の
農
家
が
栽
培
面
積
七
・
五
㌶
で
栽

培
し
、
出
荷
総
数
二
〇
・
六
万
玉
で
反
収
は
二
七
五
九
玉
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
生
育
は
秋
冬
・
春
と
も
に
概
ね

順
調
で
、
秋
冬
作
に
つ
い
て
は
十

二
月
収
穫
予
定
の
品
種
の
一
部
で

大
幅
な
前
進
化
に
よ
る
品
質
低
下

（
花
蕾
肥
大
や
緩
み
）
が
、
春
作
に

つ
い
て
は
シ
ー
ズ
ン
終
盤
に
四
月

中
下
旬
の
多
雨
の
影
響
に
よ
る
ベ

ト
病
の
被
害
が
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
反
収
に
つ

い
て
は
ど
ち
ら
も
前
年
を
上
回
る

結
果
で
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
い
ま

す
。
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至売場

入　口
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契
約
レ
タ
ス
部
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 解
散
へ
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Ａ
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催
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荷
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。
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部
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Ａ
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催
し
ま
し
た
。
甘
藷
は
古
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岡
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管
内
各
地
区
に
お
い
て
ソ
ラ
マ
メ
の

播
種
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年
の

Ｊ
Ａ
ご
と
う
管
内
で
は
五
四
〇
㌃
の
面

積
で
ソ
ラ
マ
メ
を
栽
培
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
播
種
し
た
の
は
「
唐
比

の
春
」
で
、
九
万
五
〇
〇
〇
粒
。
一
週

間
前
後
で
発
芽
し
、
生
育
を
促
す
た
め

に
約
一
か
月
間
冷
蔵
し
た
の
ち
、
九
月

下
旬
ご
ろ
か
ら
各
農
家
で
植
え
付
け
開

始
の
予
定
で
す
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
播
種
を
開
始
し
ま

し
た
。
八
月
十
二
日
の
サ
マ
ー
ド
ー
ム

を
皮
切
り
に
、
九
月
二
十
九
日
の
む
つ

み
ま
で
、
全
十
五
品
種
を
一
万
五
一
一

枚
播
種
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
苗

の
配
布
は
九
月
六
日
か
ら
開
始
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
虫
の
被
害
が
あ
り
、
組
合
員

へ
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
も
あ
り
、
本
年

は
被
害
の
無
い
よ
う
、
育
苗
に
注
力
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
産

早
期
米
の
検
査
を
実
施

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
播
種

ソ
ラ
マ
メ
播
種

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
管
内
の
早
期
米
の
荷
受
け
が
八
月
五
日
よ
り
始
ま
り
、
岐

宿
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
四
年
産
の
早
期
米
は

コ
シ
ヒ
カ
リ
五
〇
㌧
、
な
つ
ほ
の
か
七
〇
㌧
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
刈
り

取
り
は
天
候
に
恵
ま
れ
順
調
に
行
わ
れ
、
八
月
二
十
二
日
時
点
で
の
荷
受

重
量
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
四
八
㌧
、

な
つ
ほ
の
か
が
二
四
㌧
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
取
材
に
訪
れ
た
八
月
十
二
日

は
お
よ
そ
三
㌧
分
の
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
農

産
物
検
査
員
は
サ
ン
プ
ル
を
一

粒
一
粒
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
よ
り

分
け
な
が
ら
検
査
を
実
施
。
本

年
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
関
し
て
は
、

整
粒
の
不
足
が
目
立
ち
、
概
ね

二
等
が
中
心
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
後
も
荷
受
は
続
き
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
の
早
期
米
荷
受
は
九

月
中
旬
頃
ま
で
の
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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令
和
四
年
度 

第
五
回
理
事
会令

和
四
年
八
月
二
十
四
日
㈬
開
催

議
案
事
項

1議
案
№
１
　
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
主
要
事
業
七
月
末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
七
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
四
年
七
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
令
和
四
年
七
月
〜
八
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
６
　
固
定
資
産
の
入
札
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
令
和
四
年
度
第
１
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
状
況

に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
四
年
度
第
１
四
半
期
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
９
　
令
和
四
年
度
第
１
四
半
期
自
主
検
査
結
果
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

報
告
№
10
　
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
対
応
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
11
　
令
和
四
年
度
第
１
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
12
　
令
和
四
年
度
第
３
四
半
期
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

報
告
№
13
　
令
和
四
年
度
第
一
回
債
権
管
理
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
14
　
信
用
店
舗
再
編
に
係
る
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

報
告
№
15
　
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
16
　
五
島
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
指
定
申
請
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

次
第

報
告
事
項

2

災害対策資金（ウクライナ情勢）
　ウクライナ情勢悪
化に伴う原油価格・
農業資材価格等高騰
の影響により価格が
高騰した資材等の購
入に必要な運転資金
としてご利用いただ
けます。

保証料全額助成！
借入時に一度お支払いいただきますが、

後日全額返戻されます。

負担金利　年０％
期間：令和４年８月１日（月）～令和５年３月 31日（金）
災害対策資金（ウクライナ情勢）の商品概要
借入金額：1,000 万円かつ、所要額以内とします。
借入期間：5 年以内とします。（据置期間は必要な場合に限り 1 年以内とします。）
返済方法：元金均等返済とします。
担保：原則として、担保は不要です。（必要に応じて設定させていただくことがあります。）
保証：原則として、長崎県農業信用基金協会の保証をご利用いただきます。法人の方は、代表者   
　　　を連帯保証人とします。
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五
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災害対策資金（ウクライナ情勢）
　ウクライナ情勢悪
化に伴う原油価格・
農業資材価格等高騰
の影響により価格が
高騰した資材等の購
入に必要な運転資金
としてご利用いただ
けます。

保証料全額助成！
借入時に一度お支払いいただきますが、

後日全額返戻されます。

負担金利　年０％
期間：令和４年８月１日（月）～令和５年３月 31日（金）
災害対策資金（ウクライナ情勢）の商品概要
借入金額：1,000 万円かつ、所要額以内とします。
借入期間：5 年以内とします。（据置期間は必要な場合に限り 1 年以内とします。）
返済方法：元金均等返済とします。
担保：原則として、担保は不要です。（必要に応じて設定させていただくことがあります。）
保証：原則として、長崎県農業信用基金協会の保証をご利用いただきます。法人の方は、代表者   
　　　を連帯保証人とします。
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組合員とともに五島農業・地域の未来を拓く

ごとう農業協同組合
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※４ページ掲載　展示された色とりどりの着物
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　今月は取材対象が多く、普段よりも早いタイミングで構成が決まり、余裕を持って広報誌
作成ができるかなと思っていた８月初旬。市内でのコロナ感染拡大が止まらず、取材を予定
していたイベントの相次ぐ中止・延期の連絡に戸惑いを隠せなかった８月中旬。何とか代替
のイベントを探し、構成を修正するものの、そのイベントも中止・延期となり絶望に暮れた
８月下旬を乗り越えて、やっと出来上がった９月号です。来月からは年末に向け取材対象が
増えていく時期になります。今月のことを教訓に、十分すぎるほどのネタを確保しておこう
と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長瀧　俊一）

【本店】

【上五島支店】

〒853-0041　長崎県五島市籠淵町2450
TEL 0959（72）8211　FAX 0959（74）5266

〒857-4404　長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355-7
TEL 0959（52）2417　FAX 0959（43）1955

事前相談受け付けております。 住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～15時
　料金　大人：1,200円　子ども：650円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

　2011 年 11 月に配布いたしました、JA ごとう広報誌 11 月号においてサトイモのぬめ
りの中に「ムチン」が含まれる旨の記載がありますが、誤った内容でした。
　お詫びして訂正いたします。
※令和 2 年 7 月 30 日に日本食品化科学工学会より発表された、「食品工業辞典　（日本食品工業学会編、昭和 
　54 年第 1 版発行）の用語解説の訂正」において、「ムチンは動物性の成分である」旨の訂正が行われました。

お詫びと訂正

富江トマト選果場作業員募集富江トマト選果場作業員募集
作業期間　９月中旬～６月中旬
作業場所　山手トマト選果場
　　　　　（富江ライスセンター横）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間 作業場所

3月～11月
3月～10月
12月～5月
12月～3月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は富江支店 営農経済課までお問い合わせください。
☎0959-86-2111
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